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授業方式

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

2026年度前期 4.0単位

6321 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ研究 週間授業

許可

2年/3年/4年 × ×

火曜2限、火曜3限

E204(メディア室４)

木村　史紅

木村　史紅

グラフィックデザイン分野での「造形力の専門性」の基礎習得を目指す授業です。あらゆるアイデアは最終的なアウトプット＝表現＝デザ
インの造形力があって初めて「人に伝わる」「気持ちを動かす」という役目を果たすことができます。そのために「造形力」は非常に重要
かつ希少な技能です。この技能を「考え方」と合わせて、体験的に習得を目指します。

前半ではグラフィックデザインの最重要要素の１つである「文字」を扱う技能、「ビジュアル」をコントロールする技能を中心に課題制作
で体験的に学びます。後半では１つのブランドを想定し、そこに関連するデザインアイテムをトータルで制作する課題に取り組み、総合
的な技能の習得と理解を深めます。
前半、後半を通して、相応量の授業外学習（制作課題）が発生します。

対面科目

「造形力の価値」とは 対面授業

授業内容紹介 対面授業

「文字組み」の基礎 対面授業

文字を扱う課題制作 対面授業

デザイナー、アートディレクター研究。発表 対面授業

デザイナー、アートディレクター研究。発表の続き 対面授業

文字を使ったレイアウトデザインの基礎 対面授業

文字を使ったレイアウトデザインの基礎。課題制作 対面授業

文字を使ったレイアウトデザインの基礎。講評 対面授業

「フォトディレクション」の基礎。 対面授業

「フォトディレクション」をテーマにした課題制作 対面授業

「フォトディレクション」をテーマにした課題制作の続き 対面授業

「フォトディレクション」をテーマにした課題、講評 対面授業

ロゴデザインの基礎 対面授業

ロゴデザイン。課題制作 対面授業

ロゴデザイン。課題制作の続き 対面授業

ロゴデザイン。課題、講評 対面授業

ブランドデザインの基礎 対面授業

ブランドデザイン。アイテムA、課題制作 対面授業

ブランドデザイン。アイテムA、課題制作の続き 対面授業

ブランドデザイン。アイテムB、課題制作 対面授業

ブランドデザイン。アイテムB、課題制作の続き 対面授業

ブランドデザイン。アイテムC、課題制作 対面授業

ブランドデザイン。アイテムC、課題制作の続き 対面授業

ブランドデザイン。アイテムD、課題制作 対面授業



第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

成績評価の基準

履修にあたって
の留意事項

オンライン授業
方式(同時双方向
型・オンデマン
ド型)の詳細

【種別】人数制
限（抽選）授業
の優先条件

◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費用

教科書 教科書(ISBN)

参考文献 参考文献(ISBN)

◆合理的配慮

本学における修
学支援基本方針
について

ブランドデザイン。アイテムD、課題制作の続き 対面授業

ブランドデザイン。プレゼンテーションシート制作 対面授業

ブランドデザイン。プレゼンテーションシート制作の続き 対面授業

ブランドデザイン。課題講評 対面授業

総評：本授業の振り返り 対面授業

◎出欠40%　提出物評価40%　授業参加態度20%
◎全授業の３分の２以上の出席、および３分の２以上の提出物が単位認定の最低条件です

◎毎回、必ず出欠をとります。遅刻は厳禁です。
◎履修者の状況により、内容を変更することがあります。
◎Adobe Illustrator、Photoshopの基礎的技能は必須です。
◎個人所有のPC環境、Adobe Illustrator、Photoshopがあることが極めて望ましい。

ありません。

ありません

本学における修学支援基本方針は以下URLを確認してください
https://www.wako.ac.jp/campuslife/barrier-free.html
合理的配慮を希望する場合は基本方針およびシラバスを熟読の上で申請すること


